
 

  

 

 先月の発売以来、ご好評をいただいているバームクーヘン。 

 今流行りの、甘くて軟らかいタイプではなく、 

甘さを抑えた、どっしりとしたタイプのドイツ・スタイルのバームクーヘンです。 

 そんなバームクーヘンを、いろんな味で味わっていただきたいので、 

 レモンチョコやイチゴチョコでコーティングした商品もご用意しました。 

 カラフルなバームクーヘンを、気軽なギフトにもご利用くださいね。 

 

また、生どらに合う、粒あんの最適な硬さや甘みを見つけ出すのにも苦労し、 

  生クリームと粒あんの比率も、数えきれないくらい試食をして決定しました。 

  でも、どら焼きの皮を焼く作業は、職人の腕によって、良し悪しが左右されるものです。 

  生地を流す速さ、蒸し時間の勘、ひっくり返すタイミング、焼け具合の見極めなど、 

  テクニックだけじゃなく、センスも要求される仕事です。 

  いろんな職人が焼いてみたのですが、なんと一番上手に焼いたのは、新人の饗庭でした。 

  他の誰よりも、上手に焼くので驚きです。 

  ふだんから新人なのに態度のデカイ饗庭。 

  この事で、今まで以上に大きな態度を取る 

ようになり、職場内で君臨していますが、 

おいしいどら焼きを焼くので、 

誰も、饗庭には逆らえません。 

そんなエラソーな饗庭の作った 

おいしい「生どら」。 

毎日、たっぷり作っています。 

ぜひ、お召し上がりになってくださいね。 

 

 

 おいしい生どらを食べたい！と思って、 

何度も何度も試行錯誤を繰り返してきました。 

生どらは冷やして食べるので、皮が硬くなりなりやすく、 

かといって、ふわふわの生地にすると、味わいがなくなります。 

冷えても硬くならずに、 

おいしいどら焼きの皮を作るにはどうすればいいのか？ 
また、はちみつをたっぷり入れたいけど、 
焦げやすくなる問題をどうすればいいのか？ 
いくつもの難問にぶち当たりましたが、その都度妥協せずに 
問題を解決してきました。 
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 「生どら」大人気です！ 

 カラフル・バームはいかがですか？ 
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プルンとした食感の「水まんじゅう」。 

吉野本葛を使った本格派の「くずもち」。 

トロ～リとした食感の「水ようかん」。 

涼しげな和菓子は、 

アイスやビールのような刺激はありませんが、 

気分まで和ませてくれるのは、日本人だからでしょうか？ 

今年は、節電の夏。 

エアコンを控えめにして、涼菓で体感温度を下げましょう。 

 

 
 
 鬱陶しい梅雨の時期。そんな時には、冷たいアイスやビールでスッキリしたいですね。 

 でも、アイスやビールって、お腹をこわすし、カロリーも心配です。 

  そんな時には、よく冷やした、ひんやりとした和菓子はいかがでしょうか？ 

  和菓子の原料は、小豆、葛、きな粉など、健康的な素材ばかり。 

                       そのうえ、清水の和菓子は無添加で甘さも控えめです。 

 

 かつて、スタッフみんなで神戸に出かけた時、鳴門大橋を渡って淡路島を通行中、 

「ここは奈良県ですか？」 という、名言も発した事がある男です。 

在住５年で、香川の事に詳しい森もたいしたものですが、 

３２年も香川で暮らしていて、まったく香川を知らない瀬野は、もっと凄いと思います。 

 

 

 清水の製造スタッフ、森と瀬野。 

 森は、愛媛県・大洲市出身で、香川県に引っ越して５年になりますが、 

 もう、香川県中の事は、隅から隅まで知っている香川県通です。 

 一方、瀬野は、生まれも育ちも詫間町で、香川県在住３２年ですが、 

 香川県の事はほとんど知らず、自宅のある詫間町の事もほとんど知りません。 

 先日も、高松に行く用事があって迷子になり、 

 みんなで大騒ぎになって、迎えに行きました。 

  

 

二ノ宮地区の、お茶生産農家の方にうかがうと、 

今年の新茶は例年よりも香りが良いんだそうです。 

そんな、選りすぐりの新茶を 

「茶らりん」、「高瀬銘茶クッキー」にも、 

贅沢に使用しました。 

お茶の葉ごと召し上がれる、清水の銘茶菓子。 

健康にも良いお茶をたっぷり食べて、 

カテキンパワーで、元気にお過ごしくださいね。 

 

 

 

 全国的にも評価の高い、地元・高瀬銘茶。 

 清水では、お茶の産地のお菓子屋として、高瀬銘茶を使ったお菓子を作っています。 

 バター生地に高瀬銘茶を練り込んで、こし餡とともにしっとりと焼き上げた「茶らりん」。 

 サクサクのアーモンドクッキーに、高瀬銘茶と和三盆糖をまぶした「高瀬銘茶クッキー」。 

 どちらも、香川名物として、全国にも発送している、人気の焼き菓子です。 

 そして、その人気を支えてくれているのが、高瀬銘茶の香りです。 

 今年も、５月初旬から、一番茶の手摘みが始まり、新茶が出回る季節がやって来ました。 

 

 新茶、入りました。 

 極端な二人 
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 和風の涼菓でさっぱりしましょう。 

茶
ら
り
ん 

１
０
０
円 
高
瀬
銘
茶
ク
ッ
キ
ー 

１
３
０
円 

愛
媛
出
身
・
森 

瀬
野
３
２
歳 



 

 

 メジャーリーグで大活躍した松井選手が、 

今季はメジャーリーグをクビになり、マイナーリーグに落とされたように、 

清水のケーキも、以前どんなにヒットした商品でも、 

売れ行きが落ちると製造中止になります。 

１０年前までは、ムース系が主流でしたが、今はスポンジ系が人気です。 

これまで、何百種類ものケーキが、レギュラーを外れて消えて行きました。 

消えたケーキの中にも、みなさんの記憶に残っているモノもあると思います。 

流行りが変われば、かつてのケーキが復活する事もよくあります。 

新作のケーキは珍しいのでチヤホヤされますが、 

消えていったケーキの事も、忘れないでやってくださいね。 

 

 
 
 子供の頃には、「将来なりたいもの」がたくさんあるものです。 

 でも、ある程度の年齢になれば、 

現実がわかってくるので、将来なりたいものが絞られてきます。 

でも、ごくまれに、何歳になっても夢ばかり語っている人もいます。 

当店のスタッフ・増田は、 

先月までは「音楽ライターになりたい」、と熱く夢を語っていました。 

でも今は「ライブハウスのオーナーになりたい」と、夢が変わっています。 

さて、来月の増田は、何を目指しているのでしょうか？ 

コロコロ夢が変わるのって、意志薄弱のように感じますが、 

いろんな夢を聞く事が出来るので、聞いている分には楽しいです。 

 夢多き女です。 

 

 

 スポーツ選手がレギュラーの座をかけて努力するように、 

 清水のケーキも、ショーケースの中のレギュラーの座を獲得するために、 

 日々、競争を繰り返しています。 

 ショーケース内のスペースは決まっているので、 

毎日出すケーキの種類は限られています。 

そのため、売れ行きの落ちたケーキは、 

次々と新作ケーキにポジションを奪われてしまいます。 

人気のあるケーキも、季節が変わって、売れ行きが鈍ると、 

ショーケースからは消えてしまいます。 

華やかに見えるショーケースの裏では、いつも厳しい競争があるわけです。 

 消えていったケーキたち 

 
 
 クリスマス、お正月、お盆、お彼岸、ゴールデン・ウィークなど、 

 お菓子屋には、とても忙しい時期が、年に何回かあります。 

 そんな時、頼りになるのが、助っ人のズン子さんです。 

 清水の親戚のズン子さんは、忙しい時には駆けつけて、いろいろ手伝ってくれています。 

 主に、お店のバックヤードで、焼き菓子のシール貼りなどの作業をしてもらっているので、 

 お客さんの目にかかる事はあまりありませんが、頼りになるおばちゃんです。 

 女性なので、年齢は言えませんが、還暦は１０年ほど前に過ぎました。 

 清水は、いろんな人に力を貸してもらって、みんなで盛り立てているお菓子屋です。 

 当店を陰で支えてくれているズン子さん。 

 たまにお店で見かけた時には、どうぞよろしくお願いいたします。 

 助っ人のズン子さんです。 働
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さて、今年も、雨の多い、梅雨の時期がやって来ます。 

梅雨時の楽しみといえば、 

あじさいの花を見る事じゃないでしょうか？ 

大輪の花を咲かせる派手な花よりも、 

小さな花をたくさん咲かせる、あじさいが大好きです。 

人生も、一回だけの大きな幸せよりも、 

小さい幸せがたくさんある方が、楽しいですよね。 

でも、あじさいの花に見える部分って、 

実は花じゃなくて、「がく」なんだそうですね。 

本当にミステリアスな植物だと思います。 

湿気が多くて、むしむしするこの季節、 

どうぞ体調をお崩しにならないように、お気をつけください。 

          清水菓子舗三代目店主  清水洋之 

 

 

 

         今月も最後までお読みいただき、ありがとうございます。 

         この「お菓子屋だより」は、当店ポイントカード会員の方で、 

高ポイント獲得の方にお送りしています。 

 

 

 

 今月も、抽選で２０名様に、 

 当店の商品券５００円をプレゼントいたします。 

 今月は、当店のお客様が多い、観音寺に関するクイズです。 

 それでは問題です。 

 下に、観音寺の建物をスケッチした６枚の絵があります。 

 １～６の中に、くすり屋さんが１枚あります。 

 それはどれでしょう？ 数字でお答えください。 

 （ヒント、よーく絵を見れば、 

緑色の看板に、黄色い「くすり」の字が見えます） 

 
 
クイズの答えは、同封した商品券の裏にお書きください。 

商品券を郵送しますので、住所氏名も忘れずにご記入ください。 

お買い物の際に、販売スタッフにお渡しいただければ、 

割り引きと同時に、プレゼントクイズにもご応募いただけます。 

締め切りは、６月２０日。 

当選発表は、発送にかえさせていただきます。 

みなさんの、ご幸運をお祈りいたします。 

 今月のプレゼントクイズです。 
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